






　らんらんバスは、4台の小型のバスが、およそ 1日に上下 6便、各バス約 3















































































































































　一日乗車券は昔も今も 300 円 / 日である。
　5系統、平日は計 170･便、週末は計 140･便が運行されている。





















































平成 22 年 7月
IV．再び「らんらんバス」
　「らんらんバス」に乗ったことがあるか、と例えば学内で問えば、実はほと
んど乗ったこともないし関心もないというのが実情ではないか。市内にある学
校・企業等に働く人には、ほとんど影響もない、というのが「らんらんバス」
の内情であろう。もともと、学生が乗ることができる、そのような時間帯を想
定して走らしているので無理もない。
　しかし、今後サポーターなり、ボランティアを募り利用の方法を考える人を
組織化し利用に結び付けることはできるかもしれない。市民が、住民が走らせ
るバスの強みは、そこにあるのではないか。
　例えば、沿線には 2か所の温浴施設があり、これと併せて利用をはかるこ
とができる。時間を区切ってモデルコースをつくることもできる。
　このような利用促進策に関する議論は、コミュニティーバスを走らせること
に比べてはるかに少ない。だから、ニーズは実は多いのではないか。現状のコ
ミュニティーバスは、以前にはなかったサービスである。よって、財源が保障
されているわけではない。ワンコイン程度の運賃でということが至上命題のよ
うになって、運賃の弾力性に関する議論もあまり聞かない。
　東海市内には、定期的に走るバスとして、東急鯱バスによる新日鉄の行員輸
送がある。もっとも行員輸送は定時に、決まった場所へ、要員を運ぶもので、
一般の路線バスとは違うという解釈が一般的である。また、幼稚園のバスや自
動車運転免許学校のバスも走る。理想的には、これらのバスも一緒に考えられ
るとよいと考える。いずれにしても、理想的な運営方法がとられることはない。
83コミュニティバス
現実的な制度のなかで運用されているのだから、それでよいが、そのような機
運もなかったわけではない。今後の課題であろう。
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